
88
世代を超え自然と暮らすこころのまち

広報

◆	特集　地域のみんなで災害に備えよう！
◆	福祉医療費助成　受給資格更新
◆	参議院議員通常選挙　度会町投・開票結果
◆	児童扶養手当・特別児童扶養手当の現況届
◆	肺炎球菌ワクチン　予防接種費用を助成
◆	ジャンボかぼちゃコンテスト参加者募集
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い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な

い
と
さ
れ
る
東
海
地
震
や
、
今
世

紀
前
半
で
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
東
南
海
・
南
海
地
震
な
ど
が

起
こ
れ
ば
、
地
震
の
揺
れ
や
津
波

な
ど
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
が
広

範
囲
に
発
生
す
る
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

８
月
30
日
か
ら
９
月
５
日
ま
で

の
「
防
災
週
間
」
に
ち
な
み
、
９

月
５
日
（
日
）
に
、
町
内
全
域
で

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
も
う
一
度
防
災
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

度
会
町
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

今
回
の
防
災
訓
練
は
、
東
海
地

震
、
東
南
海
地
震
、
南
海
地
震
の

大
地
震
に
備
え
て
、
た
と
え
被
災

し
た
と
し
て
も
、
地
域
特
性
に
応

じ
た
防
災
・
減
災
活
動
が
行
え
る

よ
う
に
、
住
民
の
防
災
・
減
災
意

識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
家

族
や
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

地
域
の
み
ん
な
で
訓
練
に
参
加

し
、
身
を
守
る
術
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

▽
と
き　

９
月
５
日
（
日
）
午
前

７
時
50
分
～
11
時
（
小
雨
決
行
）

※
気
象
状
況
に
よ
り
、
訓
練
を
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
と
こ
ろ　

各
区
・
自
治
会
の
訓

練
場
所
（
表
３
参
照
）

※
訓
練
は
、
各
自
主
防
災
会
を
主

体
に
行
い
ま
す
。

▽
訓
練
内
容

◦
避
難
お
よ
び
安
否
確
認
訓
練

◦
消
火
栓
お
よ
び
小
型
消
防
ポ
ン

プ
の
取
扱
い
方
体
験

◦
人
命
救
助
を
学
ぶ

◦
非
常
食
の
試
食
、
意
見
交
換
会

な
ど

※
詳
し
く
は
、
表
１
・
２
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▽
主
催　

度
会
町
、
各
区
・
自
治

会
、
各
自
主
防
災
会

▽
協
力　

度
会
町
消
防
団
、
伊
勢

市
消
防
署

防
災
訓
練
は
、
町
防
災
行
政

無
線
の
放
送
か
ら
始
ま
り
ま
す

９
月
５
日
（
日
）
午
前
７
時
50

分
に
、
町
防
災
行
政
無
線
に
て
、

防
災
訓
練
の
開
始
を
告
げ
る
放
送

を
し
ま
す
。
こ
の
放
送
を
聞
い
た

ら
避
難
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

訓
練
の
想
定
は

９
月
４
日（
土
）午
後
６
時
50
分
、

東
海
地
震
の
前
兆
現
象
が
観
測
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
気
象
庁
が
東
海

地
震
予
知
情
報
を
発
表
、
同
時
に

内
閣
総
理
大
臣
が
東
海
地
震
防
災

対
策
強
化
地
域
に
対
し
て
、
警
戒

宣
言
を
発
令
し
ま
し
た
。

そ
の
翌
日
、
９
月
５
日
（
日
）

午
前
７
時
40
分
、
東
海
地
震
、
東

南
海
地
震
、
南
海
地
震
が
、
同
時

に
発
生
し
、
度
会
町
で
は
最
大
震

度
６
弱
の
揺
れ
を
観
測
。
多
く
の

人
的
被
害
の
ほ
か
、
建
物
の
崩
壊
、

火
災
の
発
生
が
あ
り
、
斜
面
崩
壊

や
道
路
・
橋
梁
の
損
壊
に
よ
っ
て
、

孤
立
し
て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。

（表 1）度会町総合防災訓練の流れ

家
族

家
庭

町
３
役
・
職
員

消
防
団
員

各
区
・
自
治
会

各
自
主
防
災
会

役
　
場

とき
ところ ひと

8月15日
以降 前日（９月４日） 訓練の当日（９月５日）　■午前７時50分～11時00分

各
地
区
避
難
所
・
訓
練
場
所

防災会議を開く

東海地震予知情報
の確認（町防災行
政無線で確認） 避難・安否確認訓練

非常食の試食
・

意見交換会

（午後7時00分）

（午後7時00分）

（午前7時50分）

（午前7時50分～）

（午前10時00分～）

通信訓練

   （対象地区）

東海地震予知情報
の告知（町防災行
政無線で告知）

防災訓練開始告知
（町防災行政無線で告知）

（午前7時50分～）
　町災害対策本部を設置

（午前8時10分～）

（午前9時30分～）

消火栓および小型
消防ポンプの取扱
い方を体験

人命救助を学ぶ

（午前10時40分～）

通信訓練

【指導】
消火栓および小型消防ポンプ
の取扱い方、人命救助の仕方

特
集　

地
域
の
み
ん
な
で
災
害
に
備
え
よ
う
！

災
害
　
そ
の
と
き
ど
う
す
る
・
・
・

▽
問
合
先　

役
場
総
務
課
（
☎
６
２
︱
１
１
１
１
）
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■ 特集　地域のみんなで災害に備えよう！

平
成
22
年
度
度
会
町
総
合
防
災
訓
練　

９
月
５
日（
日
）
午
前
７
時
50
分
～
11
時
（
小
雨
決
行
）

（表２）度会町総合防災訓練の内容
種目 とき ところ ひと 内容

災害対策本部設置訓練 午前
7 時 50 分 町災害対策本部（役場）町３役

町職員
役場内に度会町災害対策本部を設置し、情報収
集にあたります。

防災訓練開始告知 午前
7時50分 町内全域 全住民

７時50分、町防災行政無線にて防災訓練の開始
を告知します。広報文は以下のとおりです。
こちらは、こうほうわたらいです。

「ただ今から、度会町総合防災訓練を行います。
本日９月６日午前 7時40分、大地震が発生し、
震度６弱の揺れを観測しました。災害が発生す
る危険がありますので、住民のみなさんは各地
区の避難所に避難してください。」
繰り返します。「同文」
以上、防災訓練のお知らせです。
こちらは、こうほうわたらいでした。

避難・安否確認訓練
午前
7時50分～
8時10分

各地区避難場所 各自主防災会長
住民

住民の皆さんは、家族や隣近所で安否確認を行
いながら、各地区避難所へ徒歩や自転車で避難
してください。
各自主防災会長は、避難・安否確認した住民の
世帯数と人数を確認します。

消火栓および小型消防
ポンプの取扱い方を体験

午前
8時10分～
9時30分

各地区訓練場所
消防団員
各自主防災会長
住民

住民の皆さんは、消防団員の指導のもと、消火
栓および小型消防ポンプの取扱いを体験します。

人命救助を学ぶ
午前
9時30分～
10時00分

各地区訓練場所
消防団員
各自主防災会長
住民

住民の皆さんは、打撲や骨折、傷を負った人（負
傷者）の応急手当の仕方や負傷者の人手による
運び方（搬送の仕方）を学びます。

非常食の試食
意見交換会

午前
10時00分～
10時40分

各地区訓練場所
各自主防災会長
住民
消防団員

非常食を試食し、防災訓練の内容や防災・減災
対策について、意見交換を行います。

通信訓練
午前
10時40分～
11時00分

町中央公民館
町災害対策本部

対象自主防災会
の代表者
消防団員

訓練対象地区の自主防災会の代表者は、町
防災行政無線の双方向通話機能を活用して、
町災害対策本部に避難・安否確認報告など
の通信訓練を行います。

終了

（表３）度会町総合防災訓練の場所
各区・自治会
各自主防災会 避難・安否確認訓練を行う避難場所 各区・自治会

各自主防災会 避難・安否確認訓練を行う避難場所

注連指 注連指集落農事集会所 田　間 田間区多目的集会所
田　口 新生わたらい茶（株）・下地区墓地前 当　津 徳林寺
麻加江 麻加江公民館 茶屋広 茶屋広区コミュニティセンター
坂　井 坂井区営農親睦センター 川　口 安心寺
長　原 長原公民館 栗　原 清光寺
立　花 立花公民館 中之郷 金竜庵
鮠　川 鮠川構造改善センター 日　向 日向多目的集会場
立　岡 立岡構造改善センター 五ヶ町 宝泉寺
大久保 大久保構造改善センター 小　川 小川公民館
平　生 平生構造改善センター 火打石 慈眼寺
牧　戸 牧戸公民館 駒ヶ野 耕雲寺
棚　橋 棚橋コミュニティセンター 小　萩 小萩公民館

宮ノ西自治会 度会小学校防火水槽前 柳 柳公民館
度会団地自治会 　　　　 〃 市　場 市場公民館

大野木 大野木公民館 脇　出 脇出公民館
葛　原 葛原多目的集会所 和井野 和井野区公会堂
下久具 下久具公民館 南中村 南中村公民館
上久具 上久具公民館 川　上 川上区公民館

※宮ノ西自治会・度会団地自治会は合同訓練となります。
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家
族
で
防
災
会
議
を
開
こ
う
！

自
助
・
共
助
・
公
助

①
危
険
箇
所
の
点
検
と
対
策

家
の
中
・
外
に
あ
る
危
険
箇
所

の
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

危
険
箇
所
の
対
策

◦
家
具
を
柱
や
壁
の
下
地
が
あ
る

部
分
に
金
具
な
ど
で
固
定
し
、

転
倒
な
ど
を
防
止

◦
家
具
の
上
部
に
軽
い
物
を
、
下

部
に
は
重
い
物
を
収
納
す
る

◦
戸
棚
や
照
明
器
具
の
落
下
を
防
止

◦
陶
器
類
が
入
っ
た
食
器
棚
や
サ

イ
ド
ボ
ー
ド
な
ど
は
、
ガ
ラ
ス

に
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
や
テ
ー

プ
を
貼
り
、
棚
板
に
桟
を
設
置

②
避
難
場
所
や
避
難
ル
ー
ト
の
確
認

『
土
砂
災
害
防
災
マ
ッ
プ
』
な
ど

を
参
考
に
避
難
場
所
や
避
難
ル
ー

ト
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
ず
、
そ
の
と
き
に
家
族
が
一
緒
に
い
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

災
害
時
に
備
え
て
、
何
を
し
て
お
く
べ
き
か
、
家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に

な
っ
た
と
き
は
、
ど
う
す
る
か
な
ど
を
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
常
に
家
族
の
行
動
や
連
絡
先
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

し
ょ
う
。

⑤
非
常
持
出
品
や
備
蓄
品
の
備
え

避
難
生
活
に
最
低
限
必
要
な
物

を
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
の
非
常

持
出
袋
に
入
れ
て
、
す
ぐ
に
持
ち

出
せ
る
場
所
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
災
害
復
旧
ま
で
の
数
日

間
分
の
食
糧
な
ど
を
備
蓄
し
、
定

期
的
に
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

③
家
族
間
の
連
絡
方
法

常
に
家
族
の
行
動
や
連
絡
先
を

把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

豆
知
識

災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
「
１
７

１
」
は
、
災
害
時
に
被
災
者
が
居

場
所
や
無
事
を
伝
え
た
り
、
家
族

や
親
せ
き
の
安
否
を
確
認
し
た
り

で
き
る
声
の
伝
言
板
で
す
。
一
般

加
入
電
話
・
公
衆
電
話
・
携
帯
電

話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
（
一
部
企
業
を
除
く
）

か
ら
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
契

約
な
ど
は
不
要
で
す
。

こ
の
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
は
、

大
災
害
が
起
き
た
と
き
に
提
供
さ

れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
が
、
次
の
期

間
に
お
い
て
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▽
問
合
先　

局
番
無
し
の「
１
１
６
」

④
防
災
訓
練
へ
の
参
加

各
機
関
で
開
催
さ
れ
る
訓
練
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
家
庭

で
も
簡
単
な
訓
練
を
行
っ
て
み
ま

震
災
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
に
は
、
自
助
・
共
助
・
公

助
そ
れ
ぞ
れ
が
、
災
害
対
応
力
を

高
め
、
連
携
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
言
わ
れ
ま
す
。

自
助

「
自
ら
の
安
全
は
、
自
ら
が
守

る
」
こ
れ
が
、防
災
の
基
本
で
す
。

地
震
の
揺
れ
の
中
で
は
、
誰
も

が
、
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
し
か

で
き
ま
せ
ん
。
自
分
の
手
で
自

分
・
家
族
・
財
産
を
助
け
る
備
え

と
行
動
を
自
助
と
呼
び
ま
す
。

共
助

「
わ
が
ま
ち
は
、
わ
が
手
で
守

る
」
こ
れ
が
地
域
を
守
る
最
も
効

果
的
な
方
法
で
す
。
そ
し
て
地
域

を
守
る
こ
と
は
、
自
分
を
守
る
こ

と
で
す
。

震
災
の
よ
う
な
広
域
災
害
で
は
、

地
域
の
防
災
機
関
も
、
同
時
に
す

べ
て
の
現
場
に
向
か
う
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
地
域
の
皆
さ
ん
が
救

出
し
て
く
れ
る
の
を
待
つ
ほ
か
あ

り
ま
せ
ん
。
災
害
時
に
円
滑
に
協

力
す
る
た
め
に
は
、
普
段
か
ら
の

交
流
が
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
地
域
の
み
な
さ
ん
と

協
力
し
て
地
域
を
守
る
備
え
と
行

動
を
共
助
と
呼
び
ま
す
。

公
助町を

は
じ
め
、
警
察
・
消
防
・

県
・
国
と
い
っ
た
行
政
機
関
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
各
社
を
は
じ
め
と
す

る
公
共
企
業
の
応
急
対
策
活
動
を

公
助
と
呼
び
ま
す
。
各
機
関
と
も
、

災
害
の
発
生
か
ら
で
き
る
だ
け
早

く
、
す
べ
て
の
能
力
を
応
急
対
策

活
動
に
充
て
ら
れ
る
よ
う
備
え
て

い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
連
携
し
て

自
分
を
中
心
に
考
え
る
と
、
震

災
の
直
後
、
自
分
を
守
る
の
は
自

助
の
力
で
す
。 

自
分
一
人
で
は

対
応
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
た
と

き
、
頼
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
共

助
で
す
。
そ
れ
は
同
時
に
自
分
が

可
能
な
ら
ば
共
助
に
参
加
す
る
意

識
が
前
提
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

公
助
と
と
も
に
状
況
を
安
定
さ
せ

復
旧
・
復
興
へ
と
向
か
い
ま
す
。

公
助
が
活
動
を
始
め
て
も
、
そ
の

援
助
の
手
が
、
円
滑
に
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
の
も
と
に
届
く
た
め
に

は
、
共
助
と
の
連
携
が
効
果
的
で
す
。

こ
う
し
た
連
携
が
、
地
域
、
そ

し
て
自
分
の
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
、
早
期
に
復
旧
・
復
興
す
る
た

め
に
必
要
な
こ
と
で
す
。

家
族
で
防
災
会
議
を
開
こ
う
！
／
自
助
・
共
助
・
公
助

■ 特集　地域のみんなで災害に備えよう！
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○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

度 会 次 郎

度 会 太 郎

度 会 太 郎

平 成 ○ ○　 ○ ○　 ○ ○　

平 成 ２ ２　 ９　 １　

度 会 町 ○ ○ ○ ○ ○ 番 地

平 成 ２ ２
平 成 ○ ○

９
○ ○

１
○ ○

町
で
は
、
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
と
し
て
、
心
身
障
が
い
者
・
乳
幼
児
・
一
人
親
家
庭
等

の
方
々
を
対
象
に
、
医
療
機
関
な
ど
で
支
払
っ
た
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

本
年
９
月
１
日
か
ら
は
、乳
幼
児
を
小
学
６
年
生
（
12
歳
に
な
る
年
度
末
）
ま
で
の
『
子

ど
も
』
に
対
象
を
拡
大
し
ま
す
。

資
格
の
更
新

現
在
、
受
給
資
格
の
あ
る
方
は
、

９
月
１
日
の
資
格
更
新
に
合
わ

せ
、
所
得
な
ど
か
ら
受
給
資
格
判

定
を
行
い
ま
す
。

引
き
続
き
受
給
資
格
の
あ
る
方

に
は
、
８
月
下
旬
に
受
給
資
格
証

を
送
付
し
ま
す
。

た
だ
し
、
三
重
県
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
で
受
給
資
格
の
あ

る
方
に
は
、
保
険
証
の
提
示
の
み

で
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
受
給
資
格
証
の
交
付
は

行
い
ま
せ
ん
。

助成内容
区分 対象者 助成の対象となる医療費

心身障がい者

◦身体障害者手帳 1 ～ 4 級または、療育
手帳Ａ 1（最重度）、Ａ 2（重度）、Ｂ 1

（中度）、知能指数 50 以下の判定を受け
た人

◦精神障害者手帳 1 級の認定を受けた人

一つの医療機関で 1 か月に支払った合計金額
から、附加給付金（注１）や高額療養費（注２）など
を差し引いた額。ただし、精神障害者手帳１
級の認定を受けた人は、通院のみが助成の対象 

（注１）附加給付金
健康保険組合や共済組合などの保険者が、独自
に医療費を助成する制度

（注２）高額療養費
一つの医療機関で 1 か月に高額の一部負担金を
支払った時の限度額を超えた分を払い戻しされ
る制度

子ども
（旧乳幼児）

◦小学６年生（１２歳になる年度末）まで
の子ども

一人親家庭等
◦満１8 歳未満児を扶養している一人親家

庭などの母または父およびその児童
◦父母のいない児童

※心身障がい者、子ども（旧乳幼児）、一人親家庭等についての住民税非課税世帯による入院時の食事療養に係る標準
負担額の助成は廃止されました。

助
成
手
続
き

受
診
を
す
る
と
き
は
、
医
療
機

関
な
ど
の
窓
口
で
、
必
ず
『
福
祉

医
療
費
受
給
資
格
証
』
を
保
険
証

と
一
緒
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
か
ら
発
行
さ
れ
た
領
収

証
明
書
を
も
と
に
、
対
象
者
の
指

定
さ
れ
た
口
座
に
助
成
金
が
振
り

込
ま
れ
ま
す
。
福
祉
医
療
費
受
給

資
格
証
の
提
示
が
な
い
と
、
医
療

機
関
か
ら
領
収
証
明
書
の
発
行
が

さ
れ
ず
、
助
成
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

助
成
金
の
振
込

本
年
５
月
以
降
、
助
成
金
の
振

込
は
、
制
度
拡
大
に
備
え
た
電
算

シ
ス
テ
ム
の
変
更
に
よ
り
、
毎
月

末
ご
ろ
に
な
り
ま
し
た
。

乳
幼
児
の
対
象
拡
大
に
伴
い
、

新
た
に
対
象
と
な
る
方
（
平
成
10

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
）
に
は
、

既
に
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
受
給
資
格
を
取
得
す
る
に
は

申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
ま
だ
申

請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
お
早

め
に
郵
送
ま
た
は
窓
口
に
て
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
請
書
が
届
い
て
い
な

い
方
や
紛
失
さ
れ
た
方
な
ど
、
ご

不
明
な
点
が
あ
る
方
は
、
役
場
税

務
住
民
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

な
お
、
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、「
広
報
わ
た
ら
い
」

７
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
先　

役
場
税
務
住
民
課

（
☎
６
２
︱
２
４
１
２
）

乳
幼
児
の
新
規
拡
大
対
象
者
の

皆
さ
ん
、申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

福
祉
医
療
費
助
成
制
度

９
月
１
日
に
受
給
資
格
を
更
新
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児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
８
月

31
日
（
火
）
ま
で
に
、
ま
た
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
９
月
10
日
（
金
）
ま

で
に
『
現
況
届
ま
た
は
所
得
状
況
届
』
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
制
限
に
よ
る
手
当
の
支
給
停
止
者
も
届
け
出
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
届
け
出
に
よ
り
引
き
続
き
手
当
を
受
け

ら
れ
る
か
ど
う
か
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
期
限
ま
で
に
提
出
さ
れ

な
い
と
き
は
、
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
制
度
と
は

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
ま
た

は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
18
歳
に
達
す
る
年
度
末
ま
で
の

子
ど
も
が
育
成
さ
れ
る
家
庭
（
一

人
親
家
庭
）
の
生
活
の
安
定
と
自

立
の
促
進
に
寄
与
し
、
子
ど
も
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

た
だ
し
、
児
童
が
父
ま
た
は
母

の
死
亡
に
つ
き
公
的
年
金
を
受
け

る
と
き
や
、
そ
の
児
童
の
父
ま
た

は
母
が
公
的
年
金
の
加
算
対
象
と

な
っ
て
い
る
と
き
、
ま
た
、
父
ま

た
は
母
が
事
実
上
婚
姻
状
態
に
あ

る
妻
ま
た
は
夫
が
あ
る
と
き
な
ど

に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
と
は

身
体
や
精
神
に
障
害
の
あ
る
20

歳
未
満
の
児
童
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
た
め
、
そ
の
父
、
母
ま
た
は

養
育
者
に
対
し
て
手
当
を
支
給
す

る
制
度
で
す
。

た
だ
し
、
対
象
児
童
が
児
童
福

祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
と

き
や
、
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る

公
的
年
金
を
受
給
で
き
る
と
き
な

ど
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
両
制
度
と
も
請
求
す
る
方
や
、

扶
養
義
務
者
な
ど
の
所
得
額
に
応

じ
て
支
給
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
先　

役
場
福
祉
保
健
課

（
☎
６
２
︱
２
４
１
３
）

現
況
届
を
忘
れ
ず
に
！

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

投票率は63.33％
（選挙区選出議員選挙）

選挙区選出議員選挙得票数
候　補　者 得票数

やはら　ゆかこ ８０９
中　野　たけし ２１５
芝　　　博　一 １, ７７３
おのざき 耕平 １, ７２８

小　　　計 ４, ５２５
無　効　票 １３８
合　　　計 ４, ６６３

参議院議員通常選挙　各投票所別投票結果

投 票 所 当 　 　 日
有 権 者 数

選　挙　区 比　例　代　表
当　日
投票数

期日前
投票数

投票率
（％）

当　日
投票数

期日前
投票数

投票率
（％）

第１投票所 267 171 20 71.54 171 20 71.54 
第２投票所 1,031 539 116 63.53 539 116 63.53 
第３投票所 717 398 85 67.36 398 85 67.36 
第４投票所 551 296 58 64.25 296 58 64.25 
第５投票所 3,192 1,494 489 62.12 1,496 489 62.19 
第６投票所 328 188 28 65.85 188 28 65.85 
第７投票所 375 181 67 66.13 181 67 66.13 
第８投票所 541 254 56 57.30 254 56 57.30 
第９投票所 358 195 27 62.01 194 27 61.73 

在外 3 1 0 33.33 1 0 33.33 
計 7,363 3,717 946 63.33 3,718 946 63.34 

７月１１日執行
第２２回参議院議員通常選挙　度会町投・開票結果
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僕とおじいちゃんの心温まるお話。
僕の不安を取り除いてくれたおじいちゃんの「だいじょ

うぶ　だいじょうぶ」。
今度は僕の番だよ。おじいちゃんが元気になるように、

何度でも何度でも繰り返すよ。「だいじょうぶ　だいじょ
うぶ」。

お薦めの絵本
『だいじょうぶ　だいじょうぶ』

いとうひろし／作・絵

図書室だより

地域交流センターにある図書室は誰でもご利用していた
だけます。ぜひ一度お越しください。
▷貸 出 日　毎週土曜日午後１時～５時
▷開館時間　午前８時３０分～午後５時
▷休 館 日　日曜・祝日
▷問 合 先　町地域交流センター（☎６３－００７０）

今
年
度
か
ら
高
齢
者
な
ど
の
肺
炎
の
発
病
並
び
に
重

症
化
を
予
防
す
る
た
め
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象
者　

接
種
を
受
け
た
日
に

お
い
て
、度
会
町
に
住
所
を
有
し
、

そ
の
接
種
が
被
用
者
保
険
ま
た

は
国
民
健
康
保
険
の
適
用
外
で

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
65
歳
以
上
の
方

②
64
歳
以
下
で
慢
性
心
疾
患
・
慢

性
腎
不
全
・
糖
尿
病
・
脾
臓
摘

出
・
肝
臓
病
な
ど
の
た
め
、
医

師
が
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
た
方

▽
助
成
金
額　

３
，
０
０
０
円

※
助
成
は
生
涯
１
回
の
み

▽
申
請
期
間　

接
種
日
か
ら
そ
の

年
度
の
末
日
ま
で

▽
申
請
方
法　

必
要
書
類
に
記
入

の
上
、
役
場
保
健
セ
ン
タ
ー
窓

口
へ
ご
提
出
下
さ
い
。

▽
必
要
書
類

◦
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

費
助
成
金
交
付
申
請
書

◦
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

費
助
成
金
交
付
請
求
書

◦
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

領
収
書

※
65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
、

医
療
機
関
の
領
収
書
で
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
場
合
は
、
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
領
収
書
に

替
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
書
お
よ
び
請
求
書
、
領
収

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成

▽
開
催
日　

９
月
４
日
（
土
）

▽
開
催
場
所　

町
商
工
会
謝
恩
セ
ー

ル
抽
選
会
場
内
（
宮
リ
バ
ー
度

会
パ
ー
ク
）

▽
応
募
期
間　

８
月
16
日
（
月
）
～

31
日
（
火
）

▽
応
募
方
法　

役
場
産
業
振
興
課
、

バ
ザ
ー
ル
わ
た
ら
い
産
直
市
に

応
募
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
し
、
役
場
産

業
振
興
課
へ
持
参
す
る
か
、
郵

送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
送
り

く
だ
さ
い
。

※
１
人
１
個
ま
で
の
参
加
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
内
容　

ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
の

重
さ
を
競
い
ま
す
。
町
商
工
会

謝
恩
セ
ー
ル
抽
選
会
に
お
い
て
、

１
位
か
ら
３
位
と
特
別
賞
を
表

彰
し
ま
す
。

▽
か
ぼ
ち
ゃ
の
受
付　

９
月
３
日

（
金
）
午
後
３
時
～
午
後
５
時

ま
で
に
、
宮
リ
バ
ー
度
会
パ
ー

ク
第
２
駐
車
場
へ
搬
入
し
て
く

だ
さ
い
。

※
参
加
賞
も
あ
り
ま
す
の
で
、
た

く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▽
申
込
・
問
合
先　

役
場
産
業
振

興
課
（
☎
６
２
︱
２
４
１
６
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
６
２
︱
１
１
３
８
）

書
の
様
式
は
、
町
保
健
セ
ン
タ
ー

窓
口
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
問
合
先　

役
場
福
祉
保
健
課

（
☎
６
２
︱
１
１
１
２
）

ふるさと納税制度にもとづき、ご寄
附をいただいた方です。

◦玉村　時子さん（田間）
１００，０００円

（７月中に寄附のあった方）

いただきました寄附金は、町のため
に大切に使わせていただきます。

ありがとうございました。

度会町ふるさと応援寄附金

第
２
回
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
コ
ン
テ
ス
ト

参
加
者
募
集
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度会町人権・同和教育推進協議会
担当／度会特別支援学校

度会中学校との交流会を終えて

今年度の交流会は、６月

２８日から３０日まで、度

会中学校１年生３学級の生

徒たちが、１学級ずつ３日

間に分かれて本校を訪問し

てくれました。この取り組

みは、お互いがふれあいの

機会を経験するだけではな

く、度会中学校の１年生全

員の工夫と十分な準備のも

とに行われました。交流会

に先立って、６月１１日、

度会中学校１年生各学級の班長１８人の皆さんが本校を訪

れ、一人ひとりの性格などを見届けに来てくれました。そ

の情報を手がかりに、交流会当日の活動内容を各班それぞ

れが考えてくれました。その内容はゲーム、クイズ、工作、

調理など実に多様で生徒皆さんの「共に楽しみたい」とい

う思いやりが感じ取れるものであり、まさに「手作りの交

流会」と言えるものでした。本校の生徒１１人も、とても

楽しい３日間を体験することができました。障がいの有無

に関わらず、同じ地域で学ぶ中学生として交流を深め、仲

間意識を共有する有意義な機会となりました。

人
権
に
つ
い
て

考
え
る
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南伊勢高校 度会校舎通信

Minamiise High School
Communication vol. 63

陸上競技部東海総体結果 図書館開放予定日
度会校舎図書館は、次の日程で地域の皆さんに開放しています。

８月カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
× ○ ○ ○ ○ ○ ×
8 9 10 11 12 13 14
× ○ × ○ × × ×
15 16 17 18 19 20 21
× ○ ○ ○ × ○ ×
22 23 24 25 26 27 28
× × ○ ○ ○ ○ ×
29 30 31
× ○ ×

○：午前９時～午後５時開放　×：地域開放日ではありません
・開放日は会議などで変更することがありますので、ご了承ください。
・Ｂｏｏｋｌｏｇで新着本情報をお知らせしています。
　http://booklog.jp/users/watarailib

企
業
視
察
研
修
会

高
校
野
球
三
重
大
会
抽
選
会

先
輩
体
験
談

６
月
16
日
、
３
年
生
を
対
象
に
地
元
企
業
の
視
察
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。
本

年
度
は
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
電
工
伊
勢
工
場
と
横
浜
ゴ
ム
三
重
工
場
の
２
社
を
見
学

し
ま
し
た
。
前
項
の
「
先
輩
体
験
談
」
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
と
ら
え

て
、
自
分
た
ち
の
進
路
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
契
機
に
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

６
月
25
日
、
第
92
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
三
重
大
会
の
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
南

伊
勢
高
校
は
、
７
月
17
日
、
志
摩
高
校
と
伊
勢
球
場
で
の
第
１
試
合
で
の
対
戦
が
決

ま
り
ま
し
た
。

普
段
か
ら
練
習
試
合
な
ど
で
何
度
も
対
戦
し
て
お
り
、
お
互
い
に
手
の
内
を
知
り
尽

く
し
た
相
手
で
す
が
、
夏
の
大
会
と
な
る
と
独
特
の
緊
張
感
が
生
ま
れ
ま
す
。
大
会
の
雰

囲
気
に
呑
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
い
か
に
平
常
心
で
プ
レ
ー
で
き
る
か
が
試
合
の
鍵
と
な
り

そ
う
で
す
。
昨
年
度
の
ベ
ス
ト
16
を
上
回
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
７
月
９
日
、
体
育
館
に
て
壮
行
会
が
開
催
さ
れ
、
応
援
団
と
文
化
交
流
部
に
よ
る
声
援
を
受
け
、

奥
野
主
将
は
最
後
の
夏
を
力
一
杯
プ
レ
ー
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

６
月
９
日
、
大
学
な
ど
へ
の
進
学
者
や
社
会
人
２
年
目
の
先
輩
が
、
学
生

生
活
や
仕
事
に
つ
い
て
語
る
「
先
輩
体
験
談
」
が
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
き
生
き
と
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
彼
ら
に
共
通
し
て
い
る
“
仕
事
に
対

す
る
前
向
き
で
誠
実
な
姿
勢
”
と
“
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
”
の
重
要
性

に
つ
い
て
、
特
に
３
年
生
は
し
っ
か
り
と
認
識
し
、
厳
し
い
就
職
戦
線
に
挑

ん
で
い
く
気
構
え
を
持
つ
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

６月１８日から２０日にかけて、愛知運動公園陸上競技場を
会場に、東海総体が行われました。

男子円盤投〈５位〉田中良典（３年）／４１ｍ０８
女子やり投〈７位〉奥村つかさ（２年）／４２ｍ７８

円盤投げで５位入賞を果たした田中さんが、８月に沖縄県で
行われる全国総体に出場します。応援よろしくお願いします。

今
年
も
先
輩
体
験
談
を
開
い
て
い
た
だ
き
、
私
た
ち
３
年
生
は
、
昨
年
に

比
べ
る
と
真
面
目
に
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

就
職
や
進
学
で
大
切
な
こ
と
な
ど
を
話
し
て
下
さ
っ
た
の
で
す
が
、
声
の

大
き
さ
・
態
度
・
自
己
Ｐ
Ｒ
、
そ
し
て
挨
拶
と
い
っ
た
先
生
方
か
ら
普
段
、
注
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
が
社
会
に
出
て
か
ら
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
再
確
認
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
先
輩
体
験
談
を
通
し
て
、
気
持
ち
を
改
め
、
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と
気
を
つ
け
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
年　

竹
内
真
理
恵
）

私
た
ち
３
年
生
は
５
月
16
日
、
伊
勢
に
あ
る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
と
横
浜
ゴ
ム
へ
企

業
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
で
詳
し
い
話
を
聞
い
た
り
、
実
際
に

作
っ
て
い
る
様
子
を
見
た
り
と
興
味
深
い
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
働
く
と
い

う
こ
と
を
身
を
も
っ
て
実
感
で
き
ま
し
た
。

こ
の
企
業
見
学
は
私
た
ち
に
、
今
の
就
職
の
厳
し
さ
を
教
え
て
く
れ
る
と
と
も

に
、
刺
激
を
与
え
て
く
れ
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
就
職
活
動
に
励
み
た

い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
年　

高
部
賀
子
）
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西岡里恵さん（和井野）が、ソフトボール第３回世
界女子大学選手権大会日本代表に選出され、役場町長
室で町長から激励を受けました。

西岡さんは園田学園女子大学（兵庫県）の投手で、

ストレートとチェンジアップで緩急をつけた投球を武
器に、日ごろの活躍から選手選考合宿などを経て代表
に選出されました。昨年も、オリンピックに参加して
いない競技・種目の競技大会として開催されたワール
ドゲームズの日本代表にも選ばれ、見事優勝し、金メ
ダルを獲得されました。
「昨年のワールドゲームズでは、まだ大学３年生で、

先輩方に引っ張ってもらっていたが、今回は自分が投
手陣を引っ張って優勝したい」と力強く意気込みを
語ってくれましたが、残念ながら都合により大会が中
止となってしまいました。

西岡さんは来年度から、本田技研工業（株）栃木製
作所（栃木県）への就職が内定しており、ホンダ女子
ソフトボール部で、日本女子ソフトボール１部リーグ
を舞台に戦っていくこととなり、活躍が期待されます。

去る７月３日に行われた「第２６回全国小学生陸上
競技交流大会」三重県予選会に内城田スポーツクラブ
が出場し、女子４×１００ｍリレーにおいて見事優
勝を果たし、三重県代表として全国大会出場を決めま
した。

１３日には役場町長室で激励会が開催され、町長は
「リラックスして目標記録を突破し、県外の選手との
交流も図って楽しんできて欲しい」と選手を激励しま
した。

出場するメンバーは、山本美結さん（度会郡玉城町）、
大西史織さん（棚橋）、山下実南さん（大野木）、永井
良絵さん（大野木）、森本美南さん（大野木）の５選手。

大西泰正監督（棚橋）は、「５人とも高いレベルで
走力に差がなく、バトンパスの技術は全国に通用する。
これから大会までに個々の走力をもっと向上させるこ
とに重点を置きたい」とチームを分析し、「選手たち
には、多くの選手と交流を図ってもらいたい。県記録

（５３秒８０）を更新して決勝進出を目指したい」と
目標を述べました。また、アンカーを努める森本さん
は「まず５３秒台を出して、優勝したい」と力強く抱
負を述べました。

なお、「第２６回全国小学生陸上競技交流大会」は
８月２７、２８日に国立競技場（東京都）で開催され
ます。

内城田スポーツクラブ
女子４×１００ｍリレーで全国大会出場へ

西岡里恵さん
ソフトボール世界女子大学選手権日本代表に選出

山本
美結さん

永井
良絵さん

大西
史織さん

山下
実南さん

森本
美南さん
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Close Up わたらい
伊勢乃國鏡太鼓
宝くじ助成で和太鼓を整備

度会小学校３年生
役場を見学

自衛官募集相談員を委嘱

町商工会
第９回わたらい清流鮎釣り大会を開催

伊勢乃國鏡太鼓（細渕紀康代表）が、伝統文化であ
る和太鼓を通じた青少年育成や世代間交流をさらに推
進しようと、宝くじの助成を受けて、桶太鼓や締太鼓
などの備品を整備しました。

この取り組みは、（財）自治総合センターが実施す
る「コミュニティ助成事業」を
活用したもので、地域のコミュ
ニティ活動の活性化を目的に、
宝くじの普及広報活動の一環と
して助成されたものです。

去る６月１７日、度会小学校３年生全クラスが、校
外学習として役場を見学しました。

児童らは、町職員からどの部署でどういった仕事を
しているかなどの説明を受けながら役場を案内しても
らい、真剣にメモをとっていました。

６月２１日付けで、度会町担当の自衛官募集相談員
として、喜多壽一さん（田口）、橋爪富和さん（大野木）、
折戸篤さん（棚橋）が、自衛隊三重地方協力本部長お
よび度会町長から委嘱されました。

３人の相談員の方々には、災害時における自衛隊の
災害復旧活動など、国民の生命と財産を守るための自
衛官の重要性を深く理解していただいており、安心・
安全で暮らせる地域社会を確立していくために、自衛
官の行動や活動に関心を持っていただけるよう２年
間、募集相談にご尽力いただきます。

去る７月１８日、町商工会主催による『第９回わた
らい清流鮎釣り大会』が、栗原地内の一之瀬川で開催
されました。

参加した釣り愛好家１７人の皆さんは、午前８時か
ら１１時までの３時間、見定めたポイントでおとり鮎
を操り、釣果を競うとともに、鮎釣り本来の醍醐味を
味わいました。

釣った鮎は、入所者の皆さんに食べてもらおうとわ
たらい緑清苑に届けられました。

宝くじは、広く社会に役立てられています。
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わたらいClose Up

去る６月９日、地域との「協働」を基軸とした
住民目線によるまちづくりを進めるため、公募委
員を含む２０代から６０代までの８人で構成する

「度会町まちづくり委員会」が設置され、委嘱式
ならびに第１回会議が開催されました。

初会合となったこの日、委員長に尾崎勝さん
（当津）、副委員長に竹内喜文さん（立岡）を選出
した後、町の総合計画の評価と課題の洗い出しを
し、町の方向性についてさまざまな意見が出され
ました。

今回の委員会は、平成２３年度からの町の指針
となる「第６次度会町総合計画」の策定にあたり、
今後のまちづくりの方向性などについて提言をす
ることが主な役割となります。

熱心な議論は、夜遅くまでこの日を含めて３回
重ねられ、７月２２日、会議の意見を「提言書」
としてまとめ、尾崎委員長から町長に提出されま
した。

まちづくり委員会を開催

父
の
忌き

や
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
梅つ

ゆ雨
湿じ

め

り

牧　

戸　

井
戸
本
つ
た

素そ
う
め
ん麺
を
す
す
り
会
話
の
と
ぎ
れ
け
り

麻
加
江　

辻
本
久
美
子

皮
脱ぬ

い
で
節ふ

し

ひ
き
し
ま
る
今こ

と
し年
竹た

け

葛　

原　

中
井　

和
子

蔦つ
た

若
葉
藏く

ら

の
解ほ

つ

れ
を
覆お

お

ひ
け
り

麻
加
江　

中
嶋　

久
子

遠え
ん

雷ら
い

や
歌か

ぶ

き

舞
伎
役
者
の
厚あ

つ

化げ

粧し
ょ
う

大
野
木　

西
村　
　

永

西
向
き
の
下げ

宿し
ゅ
く一
間
の
暑
さ
か
な

棚　

橋　

藤
井　

紫
光

草
取
り
は
老
い
の
受
け
持
ち
夕
の
風

立　

岡　

牧　
　

明
子

水
平
に
柩

ひ
つ
ぎ

出
て
行
く
梅つ

ゆ雨
の
中

棚　

橋　

松
本　

貞
子

西
野
た
け
し
指
導

茶
の
実
句
会
抄　

７
月
15
日

◦将来の度会町が「住みやすい」「暮らしやすい」「子
どもを育てやすい」まちであり、かつ「元気がある」「美
しい」「文化的である」まちであるには、町民一人ひ
とりが持つ、「度会町への愛着」を高めていくことが
大切になってきます。

◦一方で、度会町のまちづくりを進めていくことは、一
人の力ではできません。また、行政だけが進めてい
くものでもありません。町民の一人ひとりが互いの
ことに気遣い、助け合いながら行っていくことが大
切になってきます。

◦いにしえの人たちは「お互い様」というこころを持っ
て、共同体としての「まち」を形づくってきました。
これからの度会町では、原点に立ちかえって、『町民
一人ひとりが度会
町に愛着を持ち、

「お互い様のここ
ろ」を持つまちを
めざす』ことを提
言します。

※委員会や提言書に
ついて、詳しくは町
ホームページをご覧
ください。
▷問合先
役場政策調整室

（☎６２－２４２３）

～ 度会町が今後めざすべき姿に対する提言 ～
町民一人ひとりが度会町に愛着を持ち、

「お互い様のこころ」を持つまちをめざす
提

言
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Watarai Information

お知らせ
Watarai Information

『こころの健康相談』を開催
▶開催日時　８月２６日（木）

午後１時～３時
▶開催場所

県伊勢庁舎ヘルスサポート室
▶内 容　専門医・保健師による

個人面接相談（要予約）
※相談は無料で、秘密は堅く守られ
ます。
▶予約・問合先

伊勢保健福祉事務所地域保健課
（☎２７－５１４８）

養殖研究所の一般公開を
開催

（独）水産総合研究センター養殖
研究所では、当所の仕事を皆さんに
知っていただくため、一般公開を行
います。皆さんお誘い合わせの上、
ぜひお越しください。
▶開催日時　８月２８日（土）午前

１０時～午後３時
▶開催場所　養殖研究所玉城庁舎
（度会郡玉城町昼田）

▶開催内容　研究内容の紹介・展示、
うなぎ研究についての講演、アマ
ゴのつかみ取り、タッチプール、
海藻のしおり作りなど

▶問 合 先
◦（独）水産総合研究センター養殖研

究所業務推進課
（☎０５９９－６６－１８３０）

◦（独）水産総合研究センター養殖研
究所玉城庁舎

（☎５８－６４１１）

子育て支援教室
『手作りおもちゃを作ろう』を開催

▶開催日時　９月１４日（火）
午前１０時３０分～１１時３０分
ごろ

▶開催場所　子育て支援センター
▶対 象　保育所に行っていない

お子さんとその保護者
▶内 容　ペットボトルで作る
「動くぞうさん」

※油性マジックを使用しますので、
汚れてもよい服装で参加してくださ
い。
▶定員　親子２０組（先着順）
▶申込期間

９月１日（水）～１０日（金）
▶申込・問合先

町子育て支援センター
（☎６３－００７０）

子育て支援教室
『夏まつり』を開催
▶開催日時　８月２５日（水）

午前１０時３０分～１１時３０分
ごろ

▶開催場所　町保健センター
▶対 象　保育所に行っていない

お子さんとその保護者
▶内 容　夏まつり（遊戯・ヨー

ヨー釣り・魚釣り・くじ引きなど）
▶参 加 費　２００円
▶定 員　親子２０組（先着順）
▶申込期間

８月９日（月）～２０日（金）
▶申込・問合先　

町子育て支援センター
（☎６３－００７０）

戦没者遺児による慰霊友好
親善事業への参加者募集
先の大戦において父などを国に捧

げた戦没者の遺児が、一度は亡き父
などの眠る地に赴き、心ゆくまでの
慰霊追悼を行うとともに、現地の
方々との友好親善を深めることを目
的として行う事業です。
▶実施地域
①フィリピン
②トラック諸島
③パラオ諸島
④ソロモン諸島
⑤ボルネオ・マレー諸島
⑥ミャンマー
⑦インド
⑧マリアナ諸島
⑨マーシャル諸島
⑩洋上慰霊
▶日 程　平成２２年９月から平

成２３年３月まで
※地域により異なりますので、詳し
くは（財）日本遺族会事業課事業係

（☎０３－３２６１－５５２１）ま
でお問い合わせください。
▶参 加 費　８万円

募集人数や申込期限など地域によ
り異なりますので、詳しくはお問い
合わせください。
▶申込・問合先
（財）三重県遺族会
（☎０５９－２２５－２０７３）
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伊勢市消防職員募集
▶採用予定人員
◦消防職（一般）　７人程度
◦消防職（救急救命士）　３人程度
▶受験資格　昭和５６年４月２日か

ら平成５年４月１日までに生ま
れ、日本国籍を有し、地方公務員
法第１６条の欠格条項に該当せ
ず、心身とも健全で、消防業務に
支障がない方。消防職（救急救命
士）は、救急救命士法（平成３年
法律第３６号）による救急救命士
免許証を有する方

▶試 験 日　第１次試験 ( 教養試
験・適性試験・体力試験 ) は９月
１９日 ( 日 )、時間および場所は、
受験票により申込者に追って通知。
また、第２次試験 ( 口述試験、作
文試験、健康診断 ) は第１次試験
合格者に通知

▶申込方法　伊勢市消防本部交付の
受験申込書に必要事項を記入の
上、写真を貼付し、本人のみの住
民票の写し（本籍・続柄などの記
載が省略されたもの）１通、８０
円切手を貼付の返信用封筒２通

（返信先の住所、氏名を記入）、消
防職（救急救命士）のみ、救急救
命士免許証の写しを添えて必ず受
験者本人が持参または郵送してく
ださい。

※採用試験案内・受験申込書は消防
本部総務課のほか、伊勢市のホーム
ページ（http.//www.city.ise.mie.jp）
でも入手できます。
▶申込受付期間

８月２日 ( 月 ) ～８月１６日 ( 月 )
（ただし土・日曜日は除く）午前
８時３０分～午後５時１５分

※郵送の場合は、８月１４日 ( 土 )
消印有効
▶採用予定年月日

平成２３年４月１日
▶申込・問合先

伊勢市消防本部総務課（☎２５－
１２０６、２５－１２６４）

Watarai Information

高速道路無料化社会実験の
お知らせ
ＮＥＸＣＯ中日本では、伊勢自動

車道（津ＩＣ～伊勢ＩＣ）および紀
勢自動車道において、平成２３年３
月３１日まで無料化社会実験を行っ
ています。

通行方法は従来と同じです。
ＥＴＣ車はＥＴＣカードを車載器

に挿入の上、ＥＴＣレーンを通行し
てください。ＥＴＣ車以外は入口で
一旦停止の上、通行券を取り、出口
で一旦停止の上、通行券を係員にお
渡しください。

無料化社会実験区間の通行料金は
いただきません。なお、高速道路は
二輪車（１２５cc 以下）ではご利
用いただけません。
▶問 合 先　ＮＥＸＣＯ中日本お

客さまセンター（☎０１２０－
９２２－２２９）

引揚者からお預かりした通貨・
証券など返還しています
名古屋税関では、終戦後に外地よ

り引き揚げてこられた方々が、税関
などに預けた通貨や証券などをお返
ししていますが、今なお引き取り手
がなく、保管されたままになってい
るものが多数あります。

返還請求やお問い合わせは、ご本
人はもとより家族の方でも構いませ
ん。お心当たりのある方はお気軽に
お問い合わせください。
▶返還している通貨・証券など
◦上陸地の税関または海運局に預け

られた通貨・証券など
◦帰国前に在外公館や日本人自治会

などに預けられた通貨・証券など
のうち、その後日本に返還された
もの

▶問 合 先
財務省名古屋税関監視部監視許可
通関部門（☎０５２－６５４－
４０６０）または四日市税関支署
尾鷲出張所（☎０５９７－２２－
１３８５）

町商工会
第２０回謝恩セール実施中
町商工会では、地域振興事業とし

て謝恩セールを実施しています。
謝恩セール
▶開催期限　８月１３日（金）まで
セール抽選会＆２０１０わたらい
フェスタｉｎ鏡を開催
▶開催日時　９月４日（土）
◦セール抽選会　午後１時～６時
◦２０１０わたらいフェスタｉｎ鏡
（青年部イベント）　
午後１時～８時３０分ごろ

▶開催場所　宮リバー度会パーク芝
生広場

▶内 容　青年部・女性部バザー、
舞台イベント、もちまき、花火など

▶問 合 先　町商工会
（☎６２－１３１３）

三重県公安委員会
伊勢警察署協議会委員を委嘱
伊勢警察署協議会は、警察行政に

民意を反映させるため、委員の方々
から伊勢警察署に意見を求める機関
です。

平成２２年度伊勢警察署協議会の
委員が、三重県公安委員会から委嘱
されました。委員の皆さんは次の１
３人の方々です。
平成２２年度伊勢警察署協議会委員
※敬称略
◦会　長　　前田世利子
◦副会長　　出口　文生
◦委　員　　石川　周平

加藤　幸宏
慶光院利致
城者　勝
竜田　和代
冨嶋　泰博
長井　久美
中西　康裕
中村　友映
山本　剛
山本　豊

▶問 合 先　伊勢警察署警務課
（☎６２－０１１０）

14広
報わたらい（2010年８月号）



総務省統計局

人権擁護委員
西田久典さんが再任
平成２２年７月１日付けで、度会

町担当の人権擁護委員として、西田
久典さん（栗原）が再任され、法務
大臣から委嘱されました。

西田さんには、これからも皆さん
の人権が侵犯されることのないよう
に、多方面にわたって相談にのって
いただくなど、町の頼れる人権擁護
委員としてご尽力いただきます。

家庭でも電気の安全点検を！
８月は「電気使用安全月間」です
高温多湿の夏場は、１年のうちで

感電や電気事故の最も多い季節です。
このため、経済産業省の主唱のもと、
８月を電気使用安全月間として全国
一斉に電気使用安全を呼びかけてい
ます。
チェックポイント
◦傷んだ電線、コードを使っていま

せんか
◦洗濯機、電子レンジにアースは取

り付けてありますか
◦漏電遮断機は取り付けてあります

か
◦１つのコンセントからたくさんの

電気を使っていませんか
▶問 合 先
（財）中部電気保安協会伊勢事業所
（☎２５－０８９２）

『地上デジタル放送受信
相談会』を開催
地デジの準備にあたり、「デジタ

ル放送を見るには何が必要か」「テ
レビを買ったのにデジタル放送を受
信できない」など地デジについて、
お気軽にご相談下さい。
▶開催日時　９月６日（月）

午前１０時～午後４時
▶開催場所　役場町民ホール
▶内 容　地上デジタル放送に関

する受信相談
▶問 合 先

総務省三重県テレビ受信者支援
センター（デジサポ三重）

（☎０５９－２１３－１０３０）

『宮川流域エコミュージアム
行事』にご参加ください
宮川流域ルネッサンス協議会で

は、地域住民が主役となり、地域の
自然や歴史、文化などを守り伝える
とともに、人々の交流の場や学びの
場を提供することを目指し、「宮川
流域エコミュージアム」に取り組ん
でいます。年間１００回以上行われ
るエコミュージアム行事に参加して
みませんか。
▶問 合 先

宮川流域ルネッサンス協議会
（☎２７－５４１１）
http://www.miyarune.jp/

遊水プール鏡で楽しく
遊びませんか
６種類のスライダーやプールを備

えた本格的レジャープール「遊水
プール鏡」で楽しく遊びませんか。
皆さんのご来場をお待ちしています。
▶営業期間　８月２９日（日）まで

毎日営業
※悪天候または水温などが基準に達
しない場合は、期間内であっても営
業できないことがあります。
▶営業時間

午前９時３０分～午後４時
プールの利用について、詳しくは

お問い合わせください。
イベントのお知らせ
サマーアクアビクス
▶開催日時　８月２１日（土）

①午前１１時～１１時４５分
②午後２時～２時４５分

▶開催場所
遊水プール鏡内２５ｍプール

▶定 員　３０人程度
水風船イベント
▶開 催 日

８月１日（日）・２２日（日）
※お帰りの際に水風船、スーパー
ボールをプレゼントします。数に限
りがありますのでご了承ください。
▶問 合 先　遊水プール鏡（☎６３

－０００５）または役場産業振興
課（☎６２－２４１６）

１０月１日　国勢調査を実施します。
国勢調査は，平成 22 年 10 月 1 日現在、日本に住んでいるすべての人及び世
帯が対象です。
調査結果は、さまざまな法令に基づいて使われるほか、社会福祉、雇用対策、
生活環境の整備など、私たちのより良い生活のために役立てられます。
調査票へのご回答、よろしくお願いいたします。
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Watarai Information

子育て支援情報
●問い合わせは、町地域交流センター
（☎６３－００７０）または役場福
祉保健課（☎６２－１１１２）まで

保　健　情　報
●問い合わせは、役場福祉保健課
（☎６２－１１１２）まで

３歳６か月児健診
９月１５日（水）

受付：午後０時３０分～
０時４５分

場所：町保健センター
対象：平成１９年１月・２月生まれ

のお子さん

乳　児　健　診
９月１５日（水）

受付：午後１時００分～１時２０分
場所：町保健センター
対象：
◦２か月児健診

平成２２年７月生まれのお子さん
◦７か月児健診

平成２２年２月生まれのお子さん

育児相談（保健相談および栄養相談）

９月３日（金）
受付：午前１０時～１１時
場所：町地域交流センター
対象：０歳から６歳までのお子さん

産 バザールわたらい
直市　　　　　

子育て支援センターでは
メールでの相談も受け付
けています
メールアドレス
watako@amigo2.ne.jp

支 障害者相談　
援センター

『ブレス』巡回相談
▶開催日時

８月６日（金）・２０日（金）
午前１０時～午後４時

▶開催場所
役場１階第１会議室

▶申込・問合先
役 場 福 祉 保 健 課（ ☎ ６ ２ －
２４１３）または伊勢・度会地
区障害者相談支援センター『ブ
レス』（☎２０－６５２５）

町　県　民　税　第２期

国民健康保険税　第４期

※口座振替日は、８月２７日（金）
です。預貯金残高の確認をお願い
します。

8月の 町 税

▶開催日時　毎週日曜日
午前９時～１１時

▶開催場所
宮リバー度会パーク
バザールわたらい

▶問 合 先
役場産業振興課

（☎６２－２４１６）

地元産の新鮮な野菜やお茶、手作りお菓子、漬け物などを
販売しています。多数のご来店をお待ちしています。

遊・友・YOU くらぶ

９月８日（水）
　　　うさぎグループ
９月９日（木）
　　　ひよこグループ

時間：午前１０時～正午ごろ
場所：町子育て支援センター
※初回のみ要申込み

わたっこ広場開放

月曜日～金曜日

時間：午前９時３０分～
　　　午後２時３０分
場所：町子育て支援センター
対象：保育所に行っていないお子さん
※多目的ホールが事業で使用できな
いときは、創作活動室をご利用下さ
い。

地区巡回広場わたぼうし

９月　２日（木）
　町地域福祉センター
　一之瀬支所
９月３０日（木）
　麻加江生活改善センター

時間：午前１０時～
　　　１１時３０分ごろ
内容：保育士による手遊び、自由遊

びなど
対象：保育所に行っていないお子さん
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今 シリーズ
夜の夕食

生活習慣予防のために、野菜をたっぷり摂り
ましょう。暑さの厳しいこの季節。カラフルな
夏野菜を使って、見た目も涼しく簡単に作るこ
とができる一品です。

度会町食生活改善推進協議会

手間をかけないヘルシー料理　カラフル野菜と鶏肉の焼きひたし

材料（４人分）

❶Ａを合わせておく。
❷鶏肉は一口大のそぎ切りにし、なすはヘタを取っ

て、縦半分に切り、５㎜くらいの厚さで斜めに切
る。赤・黄パプリカはヘタと種を取って、なすと
同じくらいの大きさに切る。

❸オクラはまな板の上に並べ、塩を振りかけ、手の
ひらで押さえながら転がし、さっと水で洗い、ヘ
タを取って縦半分に切る。

❹テフロン加工のフライパンに油を熱し、なす、鶏
肉を炒め、肉の色が変わったら、パプリカ、オク
ラを加え、火が通ったら①を注ぎ、火を止める。

❺そのまま１０分程度置き、器に盛って練りわさび
を添える。

作り方

暮 　　　　　
らしガイド

■度会町役場　開庁時間　ａｍ８：３０～ｐｍ５：１５
※昼の休憩時間は２班交代制での執務

おめでた

おくやみ

６月中に届出のあった方（敬称略）
 子の名前 保護者名 字名
原　　紗

サ

彩
アヤ

 充臣 棚　橋
荻田　凌

リョウガ

我 元弘 栗　原
中村　佑

ユウ

羽
ハ

 公紀 長　原
横平　秋

アキ

人
ト

 栄二 川　口
西村　心

コ コ ナ

花 和人 大野木

６月中に届出のあった方（敬称略）
　名　前 年齢 字名
井上　清 ５９ 注連指
森本　吉一 ９３ 麻加江
山本　喜久生 ８１ 大久保
山北　耕作 ８２ 平　生
釜谷　好光 ８６ 棚　橋
大北　友夫 ８６ 棚　橋
西村　弘治 ５８ 大野木
河村　安生 ８６ 茶屋広
橋本　まつ子 ７５ 中之郷
奥野　満州子 ９５ 小　川
岡野　源衞 ８９ 小　萩

■度会町役場
◦総務課 （代）６２－１１１１
・行政係
・財政係
◦政策調整室 ６２－２４２３
◦税務住民課
・戸籍住民係 ６２－２４１１
・年金保険係 ６２－２４１１
・住民税係 ６２－２４１４
・資産税係 ６２－２４１４
◦福祉保健課
・福祉係 ６２－２４１３
・支援係（地域包括支援センター）
 ６２－１１１８
・保健係（保健センター）
 ６２－１１１２
◦生活環境課 ６２－２４１５
◦建設課 ６２－２４２０
◦産業振興課
・農林係 ６２－２４１６
・振興係 ６２－２４１６
◦出納室 ６２－２４１０

◦議会事務局 ６２－１１１３
◦教育委員会事務局
 （代）６２－２４２２
・学校教育係
・社会教育係
◦夜間・休日宿日直室
 ６２－１１１４
■保育所
◦棚橋保育所 ６２－００７４
◦長原保育所 ６４－００２２
◦中之郷保育所 ６２－００７０
■地域交流センター
 ６３－００７０
■社会福祉協議会 ６２－１１１７
■わたらい緑清苑 ６２－２２００
■美化センター ６２－０２４９
■中央公民館 ６２－１５８８
■度会小学校 ６２－０００４
■度会中学校 ６２－０１９４
■バザールわたらい
 ６３－０３３３

　　だし汁 １００cc
Ａ　しょうゆ 大さじ２
　　みりん 大さじ１
若鶏もも肉（皮なし） ２００ｇ
なす １個と２分の１
赤パプリカ ２分の１個

黄パプリカ ２分の１個
オクラ ６本
塩 小さじ８分の１
油 大さじ１
コショウ 少々
練りわさび 適量
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　南伊勢高等学校度会校舎１年生の井口皓右さん。
　井口さんは、今年度から南伊勢高校に進学し、
野球部に入部。ポジションは捕手。チームは甲子
園を目指して「全国高校野球選手権大会三重大会」
に出場し、初戦となる２回戦を見事突破しました
が、残念ながら３回戦で敗退しました。

★学校生活について
　今は野球漬けの毎日です。純粋に野球が大好き
　で、練習はきついけど楽しんでやっています。
★甲子園を目指した大会に出場した感想は
　日ごろの練習の甲斐もあって出場することがで
　きました。試合中に「準備」と声がかかったと
　き、今まで体験したことのない緊張に襲われま
　したが、試合では自分の役割を果たせたと思い
　ます。負けた悔しさをバネにもっと練習しよう
　と思いました。
★私生活について
　子どもたちにソフトボールを教えに行くことが
　あります。ソフトボールや野球を楽しんで欲し
　いし、スポーツを通してたくさん大切なことを
　学んで欲しいと思います。
★度会町の好きなところは
　温かい人が多いところです。
★度会町に望むことは
　田舎の良さは残して欲しいです。度会町には度
　会町の良さがたくさんあると思うので、そこを
　伸ばしていってもらえたらと思います。

井
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    皓
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 さん
（南中村）15歳

度会町

町のうごき
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◦発行／度会町役場
◦編集／総務課

三重県度会郡度会町棚橋1215-1
TEL 0596-62-1111　FAX 0596-62-1647
E-mail:somu@town.watarai.mie.jp

◦印刷／文化印刷（有）

今月の表紙編 集 後 記
　先のページで紹介しましたとおり、まちづくり委員会が開催され、
「第６次度会町総合計画」の策定にあたり、まちづくりの方向性などが
委員会から提言されました。
　提言書には『町民一人ひとりが度会町に愛着を持ち、「お互い様のこ
ころ」を持つまちをめざす』とされています。愛着を持てる町にするに
は、行政も町民の皆さん自身も「住みやすい」「美しい」「元気があ
る」など、それぞれが愛着を持てるようなまちづくりに取り組む必要が
あります。また「お互い様のこころ」を持つまちになれば、災害時にお
いては、防災力という観点から大きな力として発揮されるでしょうし、
日常においても住みやすい暮らしやすい町となるでしょう。
　総合計画はわたしたちの町が進むべき指針です。一人ひとりがこの町
の目指すべき姿について意識しながら、寄り合い、行事、イベント、趣
味などに取り組んでいただくと、町全体が良い方向に進んでいくのでは
ないかと感じました。

人　口 男　４,３５９（－１０） 出生　　５
女　４,６３１（－　６） 死亡　１１
計　８,９９０（－１６） 転入　　４

世帯数２,８２０（－　２） 転出　１４

平成２２年６月３０日現在
(　 ) 内は前月比
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遊水プール鏡で夏を満喫
６月２７日からオープンした『遊水プール鏡』がいよい

よ夏本番を迎えて大盛況。抜けるような青い空のもと、照
りつける太陽を浴びながら、子どもたちは流水プールで泳
いだり、水を掛け合ったり、ウォータースライダーで滑っ
たり、歓声を上げながら楽しんでいました。

７月１９日の「海の日」には、１，０４７人が来場し、
今シーズン最多の来場者数を記録しました。

かがや
びと

わたらい人人輝け輝け
a Person of Shining Wataraia Person of Shining Watarai
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